
塚
本
邦
雄
に
お
け
る
〈
茂
吉
〉
の
位
相

  

@ 

w
茂
吉
秀
箪
腿
魏
極
量
斡
を
中
心
と
し
下安

森

敏

隆

一

 
塚
本
邦
雄
の
『
茂
吉
秀
歌
」
も
四
巻
を
か
さ
ね
、
本
書
（
昭
和
六
十
年
十
一
月

二
十
日
、
文
藝
春
秋
発
行
）
に
お
い
て
億
茂
吉
の
十
七
歌
集
の
な
か
で
も
中
年
期

に
あ
た
る
第
十
歌
集
「
白
桃
」
（
昭
1
7
・
2
 
岩
波
書
店
）
、
第
十
，
一
歌
集
『
暁

紅
』
（
昭
1
5
・
6
 
岩
波
書
店
）
、
第
十
二
歌
集
『
寒
雲
』
 
（
昭
1
5
・
3
 
古
今

書
院
）
、
第
十
三
歌
集
「
の
ぼ
り
路
」
（
昭
1
8
・
1
1
留
岩
波
書
店
）
の
四
歌
集
、

三
千
八
百
五
十
首
の
な
か
か
ら
百
首
の
秀
歌
が
選
出
さ
れ
鑑
賞
さ
れ
て
い
る
。

 
実
は
、
こ
の
期
の
斎
藤
茂
吉
の
歌
集
の
一
つ
の
特
徴
は
制
作
年
次
に
あ
る
の

で
は
な
く
、
歌
集
発
行
年
次
に
あ
る
の
で
あ
る
。
範
を
い
と
わ
ず
、
十
七
歌
集

を
発
行
年
次
順
に
あ
げ
て
類
別
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

一
 
初
版
『
赤
光
』

二
 
『
あ
ら
た
ま
」

一
 
改
選
版
「
赤
光
』

大
正
二
年
十
月
十
五
日
（
3
2
歳
）
 
東
雲
堂
書
店

大
正
十
年
一
月
一
日
（
4
0
歳
）
 
春
陽
堂

 
大
正
十
年
十
一
月
一
日
、
（
4
0
歳
）
 
東
雲
堂
書
店

六五四

「
暁
紅
』
 
昭
和
十
五
隼
六
月
三
十
日
（
5
9
歳
）
 
岩
波
書
店

『
白
桃
」
 
昭
和
十
七
年
二
月
二
十
五
日
（
6
1
歳
）
 
岩
波
書
店

「
の
ぼ
り
路
」
昭
和
十
八
年
十
一
月
二
十
日
（
6
2
歳
）
 
岩
波
書
店

十十十十十十
六五四三ニー十九八七

『
つ
ゆ
じ
も
」
 
昭
和
二
十
一
年
八
月
三
十
日
（
6
5
歳
）
 
岩
波
書
店

『
遠
遊
」
 
昭
和
二
十
二
年
八
月
三
十
日
．
（
6
6
歳
）
 
岩
波
書
店

『
遍
歴
」
 
昭
和
二
十
三
年
四
月
五
日
（
御
歳
）
 
岩
波
書
店

『
小
園
』
 
昭
和
二
十
四
年
四
月
二
十
日
（
6
8
歳
）
 
岩
波
書
店

「
白
き
山
」
 
昭
和
二
十
四
年
八
月
二
十
日
（
6
8
歳
）
 
岩
波
書
店

『
と
も
し
び
』
 
昭
和
二
十
五
年
一
月
三
十
日
（
6
9
歳
）
 
岩
波
書
店

『
た
か
は
ら
」
 
昭
和
二
十
五
年
六
月
三
十
日
（
6
9
歳
）
 
岩
波
書
店

『
連
山
』
 
昭
和
二
十
五
年
十
一
月
十
五
日
（
6
9
歳
）
 
岩
波
書
店

『
石
泉
」
 
昭
和
二
十
六
年
六
月
十
五
日
（
7
0
歳
）
 
岩
波
書
店

『
霜
』
 
昭
和
二
十
六
年
十
二
月
二
十
日
（
7
0
歳
）
 
岩
波
書
店

昭
和
二
十
九
年
二
月
二
十
五
日
（
死
去
一
年
）
 
岩
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三
 
『
寒
雲
』
 
昭
和
十
五
年
三
月
一
日
（
5
9
歳
）
 
古
今
書
院

十
七

『
つ
き
か
げ
』

波
書
店

塚
本
邦
雄
に
お
け
る
〈
茂
吉
〉
の
位
相
・
一
『
茂
吉
秀
歌
「
白
桃
」
 
「
暁
紅
」
「
寒
雲
」
 
「
の
ぼ
り
路
」
百
首
』
を
中
心
と
し
て
ー



 
第
一
期
は
制
作
時
期
と
出
版
時
期
の
懸
隔
が
あ
ま
り
な
い
も
っ
と
も
初
期
の

出
版
活
動
時
期
に
あ
た
る
。
つ
づ
く
第
二
期
が
塚
本
邦
雄
の
こ
れ
か
ら
取
り
上

げ
よ
う
と
す
る
『
茂
吉
秀
歌
」
の
第
四
巻
に
相
当
し
、
第
一
期
よ
り
十
九
年
の

ブ
ラ
ン
ク
の
後
に
『
寒
雲
」
 
『
暁
紅
」
 
『
白
桃
」
 
（
こ
の
三
歌
集
は
制
作
年
次

か
ら
言
う
と
逆
順
序
）
そ
し
て
『
の
ぼ
り
路
」
の
四
歌
集
が
、
昭
和
十
年
代
の

日
中
戦
争
下
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
下
と
い
う
異
常
な
状
況
の
も
と
で
出
版
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
残
り
の
歌
集
が
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
後
の
第

三
期
の
出
版
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
こ
の
う
ち
最
後
の
『
つ
き
か
げ
』

だ
け
が
没
後
一
周
忌
の
出
版
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
切
り
離
し
て
第
四
期

の
歌
集
と
し
て
考
え
て
も
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

 
塚
本
邦
雄
は
本
書
の
四
歌
集
を
解
説
し
て
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

 
昭
和
八
年
を
上
限
と
し
十
五
年
を
下
限
と
す
る
こ
の
第
四
巻
目
所
収
の
四

歌
集
も
、
既
刊
分
に
優
る
と
も
劣
ら
ぬ
問
題
作
が
続
続
登
場
す
る
。
 
『
自

 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ
と

桃
」
 
『
暁
紅
」
は
戦
前
に
夙
に
名
を
成
し
た
名
歌
集
で
あ
る
が
、
私
個
人
は

『
寒
雲
」
を
殊
に
愛
し
、
十
七
歌
集
申
の
申
、
五
選
を
迫
ら
れ
る
な
ら
必
ず

そ
の
中
に
数
へ
た
い
と
考
へ
て
る
る
意
中
の
歌
集
で
あ
っ
た
。
 
『
の
ぼ
り

路
』
後
半
の
玄
妙
の
趣
も
長
々
て
忘
れ
ら
れ
て
は
な
る
ま
い
。
四
歌
集
の
構

成
・
内
容
は
次
に
列
記
し
た
通
り
で
あ
る
。

制
作

年
順

歌
集
名

自
 
至

10

@
白
 
 
桃
 
昭
和
8
～
9

11
@
暁
 
 
紅
 
 
同
1
0
～
1
1

麟
上
梓
年
歌
数
前
部

5
昭
碧
㎜
飢
翌

4
 
同
1
5
6
8
 
3
0
 
1

 
 
 
 
 
 
9

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
9
」
、

12

@
寒
 
 
雲
 
 
同
1
2
～
必
 
3
 
、
同
1
5

13

@
の
ぼ
り
路
 
 
同
1
4
～
1
5
 
6
 
 
同
1
8

734 1115

3415

2．0 3．0

 
こ
れ
か
ら
も
解
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
期
の
四
歌
集
が
重
要
で
あ
り
、

問
題
作
が
続
続
登
場
す
る
こ
と
を
説
き
な
が
ら
も
、
な
か
ん
ず
く
『
寒
雲
」
を

殊
に
愛
す
る
旨
が
書
か
れ
て
お
り
、
抜
粋
異
数
も
三
十
四
首
と
一
番
多
い
こ
と

に
先
ず
注
意
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
そ
う
い
え
ば
、
か
つ
て
『
寒
雲
』
申
の
「
布

野
」
詠
八
集
の
冒
頭
の
歌
に
つ
い
て
「
二
つ
の
墓
の
う
ち
、
憲
吉
の
で
な
い
も

う
ひ
と
つ
の
墓
は
誰
の
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
質
問
を
う
け
た
こ
と
が
あ
る
。
そ

の
八
首
と
は
次
の
よ
う
な
歌
で
あ
っ
た
。

い
つ
も
ち
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
．
 
 
 
は
か

出
雲
路
を
と
ほ
り
来
り
て
山
青
き
ふ
た
つ
の
墓
に
今
ぞ
ぬ
か
つ
く

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
五
月
八
日

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
じ
か
 
 
う
つ
つ
 
 
 
 
 
 
い
な

課
し
た
の
山
が
は
に
鳴
く
河
鹿
ら
を
現
か
と
お
も
ひ
否
か
と
お
も
ふ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
め
が
ね

こ
ま
ご
ま
と
君
の
遺
し
し
も
の
見
れ
ば
眼
鏡
お
ぼ
ろ
に
わ
れ
は
悲
し
ゑ

 
 
 
 
 
ふ
の
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
は
づ
 
 
 
 
 
ま
れ

夜
を
こ
め
て
布
野
の
は
ざ
ま
に
鳴
く
蛙
暁
が
た
は
稀
に
し
鳴
く
も

い
し
が
き
 
 
 
 
 
や
す
け
さ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ふ
の

石
垣
の
う
ち
に
平
安
の
あ
り
と
い
ふ
こ
と
そ
悲
し
き
布
野
を
行
き
つ
つ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
五
月
九
日

あ
か
な
 
 
 
 
 
ふ
の

氏
名
越
え
て
布
野
の
は
ざ
ま
に
平
な
み
の
な
が
き
心
を
と
ど
め
む
と
す
る

 
 
 
 
 
め
ぐ
 
 
 
 
 
 
ま
な
し
た
 
 
 
 
 
 
 
 
お
く
つ
き

山
の
た
を
り
廻
り
て
来
れ
ば
目
下
に
二
つ
な
ら
び
し
奥
津
城
が
見
ゆ

 
 
 
 
 
こ
 
 
め

か
ぎ
り
な
き
木
の
芽
も
え
つ
つ
春
ふ
け
し
ひ
と
つ
の
山
に
の
ぼ
り
て
く
だ

る
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か
つ
て
私
は
二
十
年
ば
か
り
前
、
自
分
の
高
校
の
先
輩
で
も
あ
る
中
村
憲
吉

の
墓
に
詣
で
た
こ
と
が
あ
る
。
三
次
の
町
か
ら
自
転
車
で
二
時
間
ば
か
り
、
山

陰
に
通
ず
る
5
4
号
線
の
上
り
道
を
汗
だ
く
で
行
っ
た
記
憶
と
中
村
憲
吉
の
墓
を

中
心
に
十
数
数
の
墓
が
彷
彿
と
想
い
出
さ
れ
る
の
み
で
「
二
つ
の
墓
」
の
う
ち

「
も
う
ひ
と
つ
の
墓
」
な
ど
と
う
て
い
想
到
す
る
も
の
で
は
あ
り
え
な
か
っ
，

．
た
。
そ
こ
で
私
は
『
斎
藤
茂
吉
全
集
』
三
十
六
巻
を
た
よ
り
に
調
べ
た
と
こ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ふ
た
．

ろ
、
茂
吉
が
「
布
野
」
を
た
ず
ね
た
二
月
前
の
昭
和
十
四
年
三
月
十
日
の
日
記

に
「
朝
、
中
村
妻
君
急
逝
（
流
感
・
肺
炎
）
ノ
電
報
受
取
」
と
あ
り
、
中
村
孝

が
急
逝
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
中
村
孝
と
は
、
旧
姓
入
沢
孝

の
こ
と
で
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
の
会
員
で
中
村
憲
吉
の
長
女
良
子
と
昭
和
十
二
年
五

月
十
四
日
、
布
野
で
結
婚
式
を
あ
げ
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
 
「
二

つ
の
墓
」
の
う
ち
親
友
、
中
村
憲
吉
の
で
な
い
も
う
一
つ
の
墓
と
は
こ
の
中
村

孝
の
墓
を
お
い
て
は
な
い
こ
と
を
早
速
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
。

 
山
陰
か
ら
山
陽
へ
の
境
界
線
は
「
赤
名
峠
」
、
そ
れ
を
越
え
れ
ば
「
布

野
」
。
 
「
出
雲
路
を
と
ほ
り
来
り
て
」
 
「
悲
し
き
布
野
を
行
き
つ
つ
」
 
「
赤

面
越
え
て
布
野
の
は
ぎ
ま
に
」
の
三
首
は
殊
に
美
し
い
。
単
な
る
万
葉
振
り

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ゆ
う
こ
ん

で
も
古
調
で
も
な
い
。
悲
痛
で
し
か
も
雄
渾
、
哀
切
に
し
て
閑
雅
、
 
『
寒

 
 
 
 
は
く
び

雲
」
中
の
白
眉
の
中
に
数
え
得
る
だ
ろ
う
。
．
「
山
青
き
」
 
「
赤
心
」
 
「
藤

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
て
ん
て
つ

波
」
が
、
し
た
た
り
に
じ
む
色
彩
を
点
綴
す
る
の
は
見
る
目
も
明
ら
か
で
あ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
し
が
き

り
、
同
時
に
、
 
「
出
雲
路
」
の
薄
墨
の
色
、
 
「
墓
」
「
石
垣
」
の
臼
は
言
外

 
たに

顕
つ
。
 
「
藤
な
み
の
・
な
が
き
心
」
は
、
古
歌
に
も
な
い
枕
詞
的
用
法

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ
く

だ
。
そ
の
独
創
の
、
古
色
蒼
然
た
る
新
し
さ
、
時
代
の
艶
を
創
り
上
げ
た
し

た
た
か
な
言
語
感
覚
に
は
、
恐
れ
入
る
他
は
な
い
ゆ
 
（
塚
本
邦
雄
編
『
鑑
賞

日
本
現
代
文
学
⑨
 
斎
藤
茂
吉
」
）

 
昭
和
五
十
六
年
十
月
に
発
行
さ
れ
た
塚
本
邦
雄
編
「
鑑
賞
日
本
現
代
文
学
⑨

斎
藤
茂
吉
』
に
お
い
て
、
右
の
よ
う
な
か
た
ち
で
こ
の
「
布
野
」
詠
は
鑑
賞
さ

れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
殊
に
こ
の
八
首
連
作
の
う
ち
一
首
目
の
「
出
雲
路
を
と

ほ
り
来
り
て
」
と
五
首
目
の
「
悲
し
き
布
野
を
行
き
つ
つ
」
と
六
首
目
の
「
赤

名
越
え
て
布
野
の
は
ざ
ま
に
」
の
三
首
を
『
寒
雲
」
中
の
白
眉
と
し
て
と
り
あ

げ
、
言
語
感
覚
の
し
た
た
か
さ
を
賞
揚
し
て
い
る
。
 
「
二
つ
の
墓
」
の
い
わ
れ

に
つ
い
て
は
「
注
釈
」
の
項
で
「
中
村
憲
吉
・
中
村
孝
の
墓
。
中
村
孝
は
旧
姓

入
沢
。
昭
和
十
二
年
五
月
、
憲
吉
の
長
女
良
子
と
結
婚
（
婿
養
子
）
十
四
年
三

月
十
日
逝
去
。
」
と
客
観
的
な
事
実
と
し
て
注
解
さ
れ
た
だ
け
で
「
鑑
賞
」
文

の
中
で
は
み
ご
と
に
中
村
孝
の
こ
と
は
消
去
さ
れ
、
そ
の
事
実
背
景
抜
き
で
、

充
分
に
鑑
賞
出
来
る
秀
歌
と
し
て
、
こ
の
歌
の
言
語
表
出
の
特
徴
の
み
を
と
り

あ
げ
鑑
賞
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
十
二
分
に
「
二
つ
の
墓
」
の
事
実
関
係
を
た

し
か
め
、
そ
の
事
実
の
意
味
を
理
解
し
、
咀
噛
し
た
上
で
、
そ
の
作
品
の
事
実

関
係
の
デ
ィ
テ
レ
ル
は
消
去
し
た
上
で
、
」
さ
ら
に
文
学
作
品
と
し
て
鑑
賞
に
た

え
る
言
語
の
表
出
の
妙
味
に
つ
い
て
鑑
賞
を
ふ
か
め
て
ゆ
く
と
い
う
、
塚
本
邦

雄
独
自
の
方
法
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
つ
づ
く
本
書
で

は
、
こ
れ
ら
「
布
野
」
詠
八
首
の
う
ち
六
首
目
の
「
赤
名
越
え
て
布
野
の
は
ざ

ま
に
藤
な
み
の
な
が
き
心
を
と
ど
め
む
と
す
る
」
と
い
う
一
首
の
み
を
と
り
あ

げ
、
次
の
よ
う
に
鑑
賞
を
深
化
さ
せ
て
い
る
。

，
そ
の
藤
ゆ
ゑ
に
、
 
「
藤
な
み
の
な
が
き
心
を
と
ど
め
む
と
す
る
」
の
尽
き

ぬ
思
ひ
も
さ
こ
そ
と
偲
ば
れ
る
。
私
が
三
歎
す
る
の
は
、
前
記
の
、
藤
に
ま

塚
本
邦
雄
に
お
け
る
〈
茂
吉
〉
の
位
相
 
1
『
茂
吉
秀
歌
「
白
桃
」
 
「
暁
紅
」
 
「
寒
雲
」
 
「
の
ぼ
り
路
」
百
首
』
を
中
心
と
し
て
一
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つ
わ
る
幾
つ
か
の
事
件
・
挿
話
を
前
提
と
せ
ず
と
も
、
こ
の
一
首
が
量
り
知

れ
ぬ
静
か
な
力
で
、
魂
に
浸
透
し
て
く
る
奇
特
さ
で
あ
る
。
 
「
心
を
と
ど
め

む
と
す
る
」
の
、
強
勢
助
詞
を
省
き
、
係
り
結
び
の
連
体
形
だ
け
を
残
し
て

生
ん
だ
重
み
と
た
ゆ
た
ひ
。
 
「
藤
な
み
の
な
が
き
心
」
と
は
、
あ
た
か
も
古

歌
写
し
の
枕
詞
か
序
詞
に
も
思
は
れ
さ
う
だ
が
、
二
十
一
代
集
に
そ
の
例
を

見
ず
、
万
葉
集
に
十
首
前
後
見
え
る
「
藤
波
」
の
歌
も
、
こ
の
や
う
な
用
法
・

で
は
な
い
。

 
し
か
も
藤
を
導
き
出
す
ま
で
の
、
こ
の
固
有
名
詞
の
見
事
な
点
綴
・
脈
絡

は
ど
う
で
あ
ら
う
。
決
し
て
推
へ
物
で
も
巧
ん
だ
読
み
こ
み
で
も
な
い
。
石

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
か
な

見
路
か
ら
備
後
路
へ
か
け
て
の
、
ま
さ
に
順
路
ハ
初
句
の
「
赤
名
」
は
島
根

 
い
ひ
レ

県
飯
石
郡
赤
名
町
赤
名
、
広
島
県
境
に
「
粉
黛
峠
」
は
あ
り
、
こ
こ
を
越
え

れ
ば
間
も
な
く
布
野
と
な
る
。
等
差
の
赤
と
、
布
野
の
喚
起
す
る
臼
と
藤
の

紫
。
 
「
赤
墨
・
布
野
・
藤
な
み
・
な
が
き
」
に
見
え
隠
れ
す
る
「
な
行
」
の

頭
・
脚
韻
。
 
「
布
野
・
は
ざ
ま
・
藤
な
み
」
の
「
は
行
」
頭
韻
、
こ
れ
ら

が
、
あ
ち
は
に
な
ら
ぬ
程
度
に
、
微
妙
な
抑
揚
・
寸
書
を
創
り
出
し
て
み
る

・
の
も
、
こ
の
歌
の
面
白
さ
で
あ
ら
う
。
初
句
の
一
音
余
る
助
詞
「
て
」
の
効

果
も
無
視
で
き
な
い
。
 
（
二
六
九
頁
）

 
本
書
に
お
い
て
塚
本
邦
雄
は
あ
え
て
「
布
野
」
詠
八
首
の
う
ち
、
六
首
目
の

こ
の
一
首
の
み
に
焦
点
を
あ
て
て
鑑
賞
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
 
コ
一
つ

の
墓
」
の
中
村
憲
吉
や
中
村
孝
の
「
事
実
」
関
係
を
調
べ
つ
く
し
た
う
え
で
、

こ
れ
ら
の
「
事
実
」
に
よ
り
か
か
る
の
で
は
な
く
、
作
品
の
背
景
に
あ
え
て
し

ず
ま
せ
、
消
去
し
た
上
で
、
な
お
か
つ
鑑
賞
に
た
え
る
歌
と
し
て
あ
え
て
こ
の

一
首
を
と
り
あ
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
書
に
お
け
る
百
首
の
選
出
の
基
本
の

お
お
よ
そ
は
こ
の
方
法
が
と
ら
れ
て
お
り
、
茂
吉
歌
に
お
け
る
「
事
実
」
に
つ

．
い
て
塚
本
邦
雄
は
次
の
よ
う
に
本
書
の
他
の
場
所
で
も
言
っ
て
い
る
。

 
「
そ
れ
ら
の
実
録
風
前
提
な
ど
悉
皆
消
し
さ
っ
て
も
こ
の
一
首
は
自
立
す

る
。
」
 
（
四
六
頁
）
 
「
た
と
へ
ば
こ
れ
が
、
ニ
ュ
ー
ス
性
の
あ
る
他
の
動
物
で

あ
っ
て
も
、
多
分
作
者
は
歌
に
し
て
み
た
だ
ら
う
。
暇
の
あ
る
人
は
即
に
昭
和

十
一
年
夏
の
新
聞
を
隅
か
ら
隅
ま
で
調
べ
上
げ
て
、
こ
の
歌
の
露
華
捜
査
怠
り

な
く
、
某
月
某
日
某
紙
の
三
面
に
、
こ
れ
と
符
節
を
合
は
す
記
事
が
見
え
た

と
、
喜
び
勇
む
こ
と
で
あ
ら
う
。
作
品
価
値
は
二
の
次
で
、
作
品
が
事
実
の
上

に
立
脚
し
て
み
る
こ
と
の
信
慧
性
を
先
ず
論
ず
る
の
も
、
作
者
に
対
す
る
礼
節

で
あ
っ
た
。
茂
吉
の
場
合
は
特
に
ざ
う
言
へ
る
。
」
 
（
一
四
一
頁
）

 
茂
吉
に
お
け
る
「
事
実
」
、
そ
し
て
そ
の
「
事
実
」
が
「
写
生
」
へ
と
延
長

し
て
ゆ
く
特
徴
を
｝
応
し
っ
か
り
と
お
さ
え
究
明
し
て
お
き
な
が
ら
、
そ
の

「
事
実
」
を
越
え
て
、
な
お
「
自
立
」
し
て
ゆ
く
作
品
を
こ
そ
、
塚
本
邦
雄
は

秀
歌
と
し
て
位
置
づ
け
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
こ
と
が
解
る
。
塚
本
邦
雄
は
こ

の
と
き
、
茂
吉
が
単
な
る
「
事
実
」
の
み
に
埋
没
す
る
作
家
で
は
な
い
こ
と
を

よ
く
知
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

二

 
こ
の
『
白
桃
』
 
「
暁
紅
』
 
『
寒
雲
』
 
『
の
ぼ
り
路
』
の
歌
群
が
お
さ
め
ら
れ

て
い
る
昭
和
八
年
か
ら
昭
和
十
四
年
は
、
茂
吉
の
実
生
活
に
お
い
て
も
、
茂
吉

を
と
り
ま
く
社
会
的
状
況
に
お
い
て
も
大
き
な
動
揺
と
変
動
が
続
い
た
年
で
あ

っ
た
。
塚
本
邦
雄
は
本
書
を
書
く
に
あ
た
っ
て
、
作
品
の
背
景
を
か
た
ち
づ
く

る
次
の
一
点
に
殊
に
留
意
し
て
秀
歌
百
首
を
選
別
す
る
こ
と
と
鑑
賞
す
る
こ
と

に
心
が
け
て
い
る
よ
う
で
あ
乃
。
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■



 
第
四
巻
の
聞
題
点
の
一
つ
は
、
初
期
戦
争
短
歌
の
評
価
と
処
理
に
あ
っ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
っ
は

た
。
作
者
個
人
の
人
間
関
係
に
纒
る
愛
憎
は
、
む
し
ろ
こ
の
時
従
た
る
問
題

と
な
る
。
昭
和
十
年
代
前
半
に
、
ま
さ
に
青
春
を
迎
へ
よ
う
と
し
、
結
果
的

に
は
戦
争
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
完
膚
な
き
ま
で
に
蝕
ま
れ
た
私
に
と
っ
て
、

茂
吉
の
い
た
ま
し
い
戦
争
体
験
は
他
人
事
で
は
な
か
っ
た
。
私
の
身
の
上
で

あ
っ
た
ら
、
何
を
い
か
に
歌
っ
て
み
た
か
を
思
ふ
時
、
た
と
へ
そ
れ
が
応
制

の
そ
ら
ぞ
ら
し
い
儀
礼
的
捷
戦
祝
歌
で
あ
っ
て
も
、
虚
心
に
読
み
過
す
こ
と

も
、
ま
し
て
、
弾
劾
非
難
の
対
象
に
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
あ
っ
た
。
抽
象

論
は
こ
の
場
合
不
毛
で
あ
ら
う
。

 
結
論
と
し
て
私
は
、
 
「
撃
ち
て
し
や
ま
む
」
調
で
あ
ら
う
と
、
ニ
ュ
ー
ス

映
画
再
現
風
連
作
で
あ
ら
う
と
、
そ
の
申
に
秀
歌
が
含
ま
れ
て
み
る
な
ら
、

躊
躇
す
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
を
顕
彰
す
る
方
針
を
取
る
所
存
で
あ
っ
た
。
作

者
の
戦
争
責
任
云
云
に
つ
い
て
言
及
し
、
そ
れ
を
作
品
価
値
判
定
の
基
準
に

す
る
こ
と
な
ど
、
さ
ら
さ
ら
私
の
任
で
は
な
い
。

 
結
果
的
に
、
応
益
的
作
品
を
主
と
す
る
「
撃
ち
て
し
や
ま
む
」
詠
に
は
、

今
回
の
百
首
選
申
に
採
り
得
る
も
の
は
、
た
だ
の
一
首
も
な
か
っ
た
。
す
べ

て
空
疎
で
あ
り
、
写
生
と
も
象
徴
と
も
冠
り
の
な
い
凡
作
で
占
め
ら
れ
て
み

た
。
私
の
不
採
理
由
は
た
だ
そ
の
一
事
に
因
り
、
私
自
身
の
劇
し
い
戦
争
憎

悪
に
の
み
照
ら
し
た
ゆ
ゑ
で
は
な
い
。
戦
争
短
歌
に
も
秀
作
は
あ
り
得
る
。

そ
し
て
一
方
、
ニ
ュ
ー
ス
映
画
と
新
聞
記
事
に
触
発
さ
れ
た
軽
し
い
歌
群
言

に
は
、
罷
工
的
に
で
は
あ
る
が
、
心
を
搏
つ
佳
品
が
見
ら
れ
た
。
ほ
ぼ
半
世

紀
に
近
い
時
を
隔
て
て
、
な
ほ
無
条
件
に
、
感
動
を
誘
ふ
「
戦
争
詠
」
が
、

『
寒
雲
」
以
後
に
見
出
し
得
る
こ
と
を
、
読
者
の
幸
福
と
せ
ね
ば
な
る
ま

い
。
い
っ
か
ま
た
同
じ
状
況
に
追
ひ
こ
ま
れ
た
、
詩
歌
人
の
処
す
べ
き
指
針

が
、
こ
の
申
に
秘
め
ら
れ
て
み
る
か
も
知
れ
な
い
。
 
（
一
六
～
一
八
頁
）

 
こ
こ
で
塚
本
氏
が
問
題
に
し
ょ
う
と
し
た
の
が
茂
吉
が
生
涯
に
お
い
て
量
産

し
た
「
戦
争
歌
」
の
問
題
で
あ
り
、
そ
の
「
戦
争
歌
」
の
初
期
作
品
が
、
こ
の

期
の
『
暁
紅
」
あ
た
り
か
ら
み
え
は
じ
め
、
 
『
寒
雲
』
に
な
る
と
全
体
の
四
分

の
一
に
な
ん
な
ん
と
す
る
と
い
う
歌
数
を
占
め
て
く
る
こ
と
へ
の
配
慮
と
目
く

ば
り
で
あ
る
。
殊
に
昭
和
十
二
年
七
月
七
日
の
北
支
事
変
（
日
支
事
変
）
を

契
機
と
し
て
、
茂
吉
の
日
常
の
中
に
戦
争
が
大
き
く
ク
ロ
ト
ズ
ア
ッ
。
フ
さ
れ
、

「
日
記
」
の
中
に
も
「
北
支
戦
争
バ
カ
ド
ラ
ズ
」
 
（
昭
和
十
二
年
七
月
二
十
二

日
）
、
 
「
処
々
に
出
征
軍
人
ア
リ
」
 
（
昭
和
十
二
年
九
月
十
三
日
）
、
 
「
午

前
、
出
征
軍
人
立
ツ
」
 
（
昭
和
十
二
年
九
月
十
五
日
）
と
い
う
具
合
に
、
北
支

事
変
に
関
す
る
記
事
も
し
ば
し
ば
散
見
す
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
「
初
期
戦
争
短
歌
」
の
問
題
は
、
す
で
に
塚
本
氏
に
お
い
て
、
こ
の

後
の
昭
和
十
五
年
、
十
六
年
以
降
に
お
い
て
、
俄
然
、
戦
争
頒
歌
の
作
品
を
茂

吉
が
量
産
し
は
じ
め
、
新
聞
・
雑
誌
等
に
発
表
す
る
か
た
わ
ら
、
未
刊
歌
集
の

『
い
き
ほ
ひ
』
 
（
昭
和
十
六
適
作
）
同
『
と
ど
ろ
き
』
 
（
同
十
七
年
作
）
、

『
く
ろ
が
ね
』
 
（
同
十
八
年
作
）
等
の
作
品
が
あ
る
こ
と
を
も
当
然
パ
ー
ス
ペ

ク
テ
ィ
ブ
に
入
れ
な
が
ら
、
再
評
価
を
し
ょ
う
と
苦
慮
し
た
一
点
に
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
そ
し
て
》
結
果
的
に
は
「
撃
ち
て
し
や
ま
む
」
詠
の
よ
う
な
オ
ク
タ

ー
ブ
の
あ
が
っ
た
歌
に
は
、
本
書
の
百
首
選
に
も
採
り
得
る
も
の
は
た
だ
の
一

首
も
な
か
っ
た
ζ
と
を
言
い
な
が
ら
も
、
そ
う
で
は
な
い
「
ニ
ュ
ー
ス
映
画

と
新
聞
記
事
に
触
発
さ
れ
た
諭
し
い
歌
群
類
に
は
、
問
激
的
に
で
は
あ
る
が
、

心
を
持
つ
佳
品
が
見
ら
れ
た
」
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
初

期
の
戦
争
歌
が
佳
品
と
し
て
、
わ
ず
か
で
は
あ
っ
て
も
採
ら
れ
た
と
い
う
と
こ

塚
本
邦
雄
に
お
け
る
〈
茂
吉
〉
の
位
相
 
！
『
茂
吉
秀
歌
「
白
桃
」
 
「
暁
紅
」
 
「
寒
雲
」
 
「
の
ぼ
り
路
」
百
首
』
を
中
心
と
し
て
一
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う
に
、
本
書
の
、
そ
し
て
塚
本
氏
の
鑑
賞
の
特
徴
が
あ
る
の
で
あ
る
。
秀
歌
百

首
中
、
十
首
の
初
期
戦
争
歌
と
覚
し
き
も
の
・
が
採
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら

の
歌
と
塚
本
氏
の
鑑
賞
の
主
要
箇
所
を
並
記
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩

 
ぢ
ん
ぼ
つ
 
 
 
 
 
 
 
 
し
ょ
か
ん
 
 
ら
く
め
い

「
陣
残
し
た
る
大
学
生
の
書
簡
」
が
落
命
の
順
に
配
列
せ
ら
れ
け
り

 
 
 
 
 
 
 
 
 
，
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
暁
紅
「
春
雲
」
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
く
に
 
さ
か
ひ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お

ソ
ビ
エ
ツ
ト
ロ
シ
ア
の
国
の
境
に
て
飛
行
機
ひ
と
つ
堕
ち
る
た
る
の
み

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
同
前
「
現
身
」
）

か
い
だ
う
 
く
ほ
 
 
 
 
 

'
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
い
ご
 
へ
い

街
道
を
駆
歩
す
る
歩
兵
一
隊
が
横
に
折
れ
た
り
そ
の
最
後
の
兵

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
寒
雲
「
一
月
雑
歌
」
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
た
か
ひ
 
 
 
 
 
 
 
 
こ

石
垣
に
も
た
れ
て
暫
し
戦
を
落
ち
の
び
て
来
し
お
も
ひ
の
ご
と
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
同
前
「
近
作
十
首
」
）

つ
ま

嬬
ゆ
ゑ
に
心
な
や
ま
し
き
こ
と
な
し
と
上
海
戦
線
に
蕎
麦
う
つ
と
こ
ろ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
同
前
「
戦
車
の
音
」
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
む
し
 
む
れ

満
洲
国
牡
丹
江
よ
り
の
軍
事
豪
腹
の
群
を
捕
へ
し
こ
と
の
み

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、
（
同
前
「
続
山
荘
日
記
」
）

ま
め豆

も
や
し
蒸
せ
る
が
ご
と
き
感
動
よ
欧
洲
戦
を
背
景
と
す
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
同
前
「
続
山
荘
日
記
」
）

く
う
げ
き

空
撃
を
免
れ
む
と
し
て
移
動
す
る
ミ
ロ
の
ヴ
エ
ヌ
ス
よ
り
我
眼
放
た
ず

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
の
ぼ
り
路
「
行
進
」
）

 
 
 
 
 
く
ち
び
る
 
 
 
 
．
 
 
 
あ
ん
こ
く
 
 
 
 
 
 
 
た
た
か
ひ
 
 
・

モ
ナ
・
リ
ザ
の
唇
も
し
っ
か
な
る
暗
黒
に
あ
ら
む
か
戦
は
き
び
し
く
な
り

て
（
同
前
「
随
縁
歌
」
）

 
 
 
 
 
パ
リ
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の
ど
 
 
 
が
い
じ
や
う

な
に
ゆ
ゑ
に
巴
里
陥
ち
ぬ
と
幾
た
び
か
吾
が
喉
つ
ま
り
街
上
ゆ
く
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
同
前
「
随
縁
歌
」
）

＠，＠，

 
作
者
は
、
昭
和
十
年
春
の
腿
い
風
が
満
洲
か
ら
吹
き
及
び
つ
つ
も
、
な

ほ
、
敗
戦
な
ど
夢
に
も
見
ず
、
戦
争
さ
へ
、
対
岸
ど
こ
ろ
か
「
戦
記
物
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ぢ
ん
ぼ
つ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
ょ
か
ん

の
次
元
で
あ
っ
た
時
期
に
、
 
「
陣
残
し
た
る
大
学
生
等
の
書
簡
」
を
、
敢

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ら
く
め
い

へ
て
歌
っ
た
。
謳
っ
た
と
も
言
へ
る
。
 
「
落
命
の
順
に
」
、
真
率
で
あ
っ

て
辛
辣
、
他
意
を
含
ま
ぬ
ゆ
ゑ
に
か
へ
っ
て
異
常
な
第
四
句
は
、
今
日
の

私
達
の
胸
を
挟
る
。
さ
も
あ
ら
う
。
死
亡
日
附
順
以
外
に
、
ど
ん
な
並
べ

方
が
あ
ら
・
7
。
仮
に
こ
れ
が
戦
勝
国
で
あ
っ
た
ら
、
そ
の
名
誉
の
死
者
の

名
は
、
多
分
位
階
の
順
に
で
も
並
ぶ
は
ず
だ
。
あ
る
い
は
武
勲
の
軽
重
に

よ
っ
て
類
別
さ
れ
る
か
も
知
れ
ぬ
。
更
に
は
そ
の
指
揮
官
の
存
在
価
値
に

よ
っ
て
，
種
種
配
列
が
勘
案
さ
れ
る
だ
ら
う
。
そ
れ
に
比
べ
る
な
ら
ば
、

こ
の
「
落
命
の
順
に
」
の
、
何
た
る
簡
潔
さ
、
同
時
に
荒
摩
た
る
空
し

さ
。
作
品
自
体
は
一
言
半
句
の
批
評
も
感
動
も
、
あ
る
い
は
感
想
す
ら
加

へ
て
る
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
一
首
は
今
日
も
な
ほ
人
を
搏
つ
。
 
（
一
〇
二

頁
） 

作
者
も
、
そ
の
や
う
な
国
際
情
勢
や
軍
事
的
要
因
に
は
全
く
触
れ
ず
、

「
こ
れ
は
通
信
を
其
儘
取
上
げ
て
歌
に
し
た
」
と
自
注
す
る
の
み
で
あ

．
る
。
 
「
通
信
」
す
ら
公
・
私
の
い
つ
れ
か
は
分
明
で
は
な
い
。
ま
た
、
た

と
へ
判
っ
た
と
こ
ろ
で
、
こ
の
一
首
に
何
一
つ
附
加
さ
れ
る
こ
と
も
、
そ

の
要
も
あ
る
ま
い
。
こ
の
歌
は
、
簡
潔
と
い
ふ
べ
く
は
あ
ま
り
に
も
無
表

庸
な
、
噛
ん
で
吐
き
捨
て
た
や
う
な
一
行
で
成
立
し
て
を
り
、
そ
れ
ゆ
ゑ

に
、
か
え
っ
て
無
気
味
な
迫
力
を
持
っ
て
る
る
。
読
者
は
、
こ
の
一
首
の

背
後
に
、
様
様
の
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
と
、
そ
の
他
い
つ
れ
か
の
国
と
の

緊
迫
し
た
関
係
、
あ
る
い
は
疑
り
つ
つ
あ
る
事
件
を
想
像
す
る
よ
す
が
も

な
い
不
安
な
歌
の
姿
に
圧
倒
さ
れ
る
の
だ
。
 
（
＝
二
六
頁
）
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＠t＠t＠，＠，

 
 
 
 
 
さ
い
ご
 
 
へ
い

 
作
者
は
「
最
後
の
兵
」
と
言
ひ
さ
し
て
口
を
嘆
む
。
感
歎
符
を
書
い
て

消
し
た
や
う
な
、
重
い
余
韻
が
生
ま
れ
る
。
と
の
や
う
な
「
兵
隊
詠
」

は
、
作
者
の
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
っ
た
。
 
（
一
七
八
頁
）

 
随
分
な
が
な
が
と
し
北
、
あ
た
が
も
作
り
損
ひ
の
序
詞
の
や
う
に
間
延

び
し
た
直
喩
法
で
、
し
か
も
直
喩
だ
け
で
一
首
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
み
る

珍
し
い
文
体
だ
が
、
そ
の
歯
切
れ
の
悪
さ
と
鈍
重
な
韻
律
が
、
か
へ
っ
て

一
種
敗
軍
の
将
、
兵
を
眩
く
趣
を
伝
へ
て
、
特
殊
な
味
は
ひ
を
作
り
出
し

た
。
 
（
一
九
〇
頁
）

 
髭
武
者
は
日
灼
け
し
た
顔
を
綻
ば
せ
、
丼
を
抱
へ
な
が
ら
言
ふ
。
 
「
い

や
、
女
房
の
こ
と
は
忘
れ
た
よ
、
わ
が
輩
は
目
下
食
ひ
気
一
本
槍
」
な
ど

と
。
何
が
「
心
な
や
ま
し
き
こ
と
な
し
」
で
あ
ら
う
。
病
で
臥
せ
っ
て
み

る
妻
も
み
よ
う
。
蜜
月
を
中
断
さ
れ
て
途
方
に
暮
れ
て
み
る
幼
妻
も
、
乳

飲
み
子
に
腕
白
計
五
人
を
養
ひ
か
ね
て
、
お
ろ
お
ろ
と
し
て
み
る
細
君
も

み
る
だ
ら
う
。
だ
が
、
 
「
検
閲
」
が
、
泣
き
言
を
切
り
捨
て
る
。
上
官
の

眼
が
光
り
、
互
の
監
視
が
偽
証
を
強
ひ
る
。
、
そ
し
て
何
よ
り
も
、
男
の
虚

栄
と
あ
は
れ
な
痩
我
慢
が
、
肩
肘
を
張
ら
せ
、
 
「
な
や
ま
し
き
こ
と
な

し
」
と
心
に
も
な
い
科
白
を
操
ら
せ
る
。
そ
の
虚
実
の
あ
は
れ
を
「
こ
と

な
し
と
」
の
「
と
」
が
、
か
つ
ま
た
、
カ
メ
ラ
・
ア
イ
を
さ
っ
と
切
換
へ

た
か
の
下
句
が
、
一
瞬
映
し
出
し
て
消
え
る
。
間
接
報
道
短
歌
の
秀
作
の

一
つ
だ
ら
う
。
（
一
＝
二
〇
～
二
三
一
頁
）

 
欄
笑
と
苦
笑
が
こ
も
ご
も
小
鼻
か
ら
口
許
に
浮
び
、
そ
の
ま
ま
硬
ば
る

や
う
な
気
配
が
結
句
に
は
感
ぜ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
作
者
は
、
時
と
し
て

ニ
ズ
ー
ス
映
画
の
焼
直
し
め
い
た
戦
争
詠
、
新
聞
の
見
出
し
の
本
歌
取
り

め
い
た
時
事
詠
に
交
へ
て
、
無
類
の
辛
み
と
苦
み
を
帯
び
た
、
こ
の
や
う

 
 
な
間
接
話
法
の
、
戦
争
批
判
詠
に
近
い
機
会
詩
を
も
の
す
る
こ
と
が
あ
っ

 
 
た
。
 
（
二
七
二
頁
）

ノ

⑦
意
表
を
衝
い
た
直
喩
は
愉
し
い
。
否
、
不
意
討
の
、
想
像
を
絶
す
る
讐

 
 
へ
で
あ
っ
て
こ
そ
、
初
め
て
詩
歌
の
喩
法
と
言
へ
る
。
比
較
的
常
識
の
水

 
 
準
で
済
ま
せ
る
こ
と
の
多
い
こ
の
作
者
に
も
、
間
漱
的
に
奇
想
に
類
す
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
め
 
 
 
 
 
な

 
 
直
喩
は
見
ら
れ
、
 
コ
豆
も
や
し
蒸
せ
る
が
ご
と
き
」
は
そ
の
一
つ
だ
。
だ

 
 
が
修
飾
さ
れ
る
の
が
「
感
動
」
で
は
、
突
飛
過
ぎ
て
挨
拶
に
困
る
。
困
り

 
 
な
が
ら
も
お
の
つ
か
ら
微
笑
を
誘
は
れ
る
。
曰
く
言
ひ
が
た
い
譜
誰
が
や

 
 
う
や
く
形
を
な
し
て
来
る
。
そ
し
て
立
ち
消
え
に
な
る
。
 
（
二
七
七
頁
）

ノ

⑧
 
 
作
者
に
と
っ
て
は
曽
遊
の
地
で
あ
り
、
殊
に
ル
ー
ヴ
ル
は
パ
リ
滞
在
中

 
 
日
参
し
た
憧
憬
熱
愛
の
館
で
あ
っ
た
。
他
人
事
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ら

 
 
う
。
た
と
へ
異
郷
の
事
件
で
あ
っ
て
も
、
否
、
む
し
ろ
異
郷
ゆ
ゑ
に
、
特

 
．
別
の
縁
故
は
な
く
て
も
、
一
度
で
も
二
度
で
も
訪
れ
た
処
で
あ
れ
ば
、
一

 
 
入
に
関
心
の
的
と
な
る
し
、
事
が
起
れ
ば
帰
趨
に
心
を
配
る
。
 
「
我
眼
下

 
 
た
ず
」
に
、
固
唾
を
嚥
ん
で
凝
視
す
る
作
者
の
表
情
が
あ
り
あ
り
と
見
え

 
 
る
。
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
、
そ
れ
は
作
者
自
身
の
、
旧
き
佳
き
日
の
一
つ
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
て
う
さ
ん

 
 
象
徴
で
は
な
か
っ
た
ら
う
か
。
そ
の
象
徴
の
き
ら
め
く
一
面
が
、
今
逃
散

 
 
寸
前
な
の
だ
。
 
（
二
九
六
頁
）

ノ

⑨
 
 
戦
争
の
有
無
で
、
戦
況
の
進
捗
・
停
滞
に
よ
っ
て
、
レ
オ
ナ
ル
ド
の
作

 
 
品
が
そ
の
陰
騎
を
深
め
た
り
、
あ
る
ひ
は
薄
く
し
た
り
す
る
は
ず
は
な

 
 
い
。
に
も
拘
ら
ず
、
第
二
次
欧
州
大
戦
を
背
景
と
し
て
、
作
者
の
脳
裏
に

 
 
あ
っ
た
モ
ナ
・
リ
ザ
は
、
そ
の
唇
の
端
の
、
あ
る
が
な
ぎ
か
の
迂
り
を
心

 
 
ば
か
り
濃
く
し
、
あ
の
奇
妙
な
微
笑
が
嘲
笑
か
欄
笑
に
近
づ
い
て
来
た
。

 
 
世
に
モ
ナ
・
リ
ザ
を
素
材
と
し
た
詩
歌
は
多
い
が
、
こ
の
一
首
な
ど
、
永

塚
本
邦
雄
に
お
け
る
〈
茂
吉
〉
の
位
相
 
i
『
茂
吉
秀
歌
「
白
桃
」
 
「
暁
紅
」
 
「
寒
雲
」
「
の
ぼ
り
路
」
百
首
』
を
中
心
と
し
て
一
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＠，

久
に
記
念
さ
る
べ
き
秀
作
で
は
な
か
ら
う
か
。
必
ず
し
も
、
第
二
次
大
戦

を
前
提
と
す
る
ゆ
ゑ
に
感
動
を
深
め
る
の
で
は
な
い
。
こ
れ
は
第
一
次
大

戦
で
も
十
分
に
通
ず
る
。
 
（
三
〇
一
頁
）

 
ど
う
し
て
パ
リ
は
陥
落
し
た
の
か
、
何
故
ド
イ
ツ
軍
の
無
血
入
城
な
ど

を
許
レ
た
の
か
。
作
者
は
ラ
ジ
オ
も
し
く
は
新
聞
で
こ
の
報
に
接
し
た

時
、
歯
軋
り
を
し
、
地
団
駄
を
踏
む
や
う
な
思
ひ
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ

な
い
。
街
を
歩
み
つ
つ
も
、
衝
き
上
げ
て
来
る
痛
憤
に
咽
喉
が
痙
恋
す
る

ば
か
り
だ
。
何
を
し
に
ど
こ
へ
行
く
の
か
さ
へ
忘
れ
る
ほ
ど
昂
ぶ
っ
て
、

柔
く
や
う
に
た
だ
歩
む
。
必
ず
し
も
日
独
伊
連
合
に
批
判
的
で
あ
っ
た
わ

け
で
も
な
い
。
ヒ
ト
ラ
ー
の
非
情
勇
猛
に
嫌
悪
と
瞑
悉
を
覚
え
て
も
み
な

い
。
む
し
ろ
一
種
の
親
近
感
を
持
っ
て
る
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
だ

が
、
パ
リ
陥
落
は
、
こ
の
や
う
な
政
治
的
配
慮
か
ら
逸
れ
た
次
元
で
、
作

者
の
心
を
刺
戟
し
た
。
理
窟
抜
き
の
感
情
と
で
当
言
ふ
べ
き
か
。
 
（
三
〇

，
四
頁
）

 
①
の
歌
に
つ
い
て
は
、
，
「
落
命
の
順
に
」
と
い
う
表
現
が
、
ま
こ
と
に
真
率

で
辛
辣
、
ま
た
簡
潔
で
荒
蓼
と
し
て
い
て
、
茂
吉
自
身
の
戦
争
へ
の
「
批
評
も

感
動
も
、
あ
る
い
は
感
想
す
ら
加
」
え
ら
れ
ず
、
第
一
次
欧
州
大
戦
時
の
学
徒

達
の
私
信
で
あ
る
「
ド
イ
ツ
戦
没
学
生
の
手
紙
」
 
（
岩
波
書
店
）
を
素
材
に
用

い
な
が
ら
、
そ
れ
を
即
物
的
、
散
文
的
に
三
十
一
音
な
ら
ぬ
三
十
五
音
に
ま
と

め
た
と
こ
ろ
が
「
数
知
れ
ぬ
戦
争
呪
受
歌
・
反
戦
歌
・
記
録
文
学
の
群
」
に
比

し
て
逆
に
そ
の
こ
と
を
も
っ
と
も
よ
く
主
張
し
て
い
る
、
と
評
価
す
る
。

 
②
の
歌
も
同
じ
く
、
戦
争
状
況
下
の
各
国
の
「
国
際
情
勢
や
軍
事
的
要
因
」

に
つ
い
て
は
全
く
ふ
れ
ず
、
た
だ
ソ
ビ
エ
ッ
ト
ロ
シ
ヤ
の
国
境
に
「
飛
行
機
」

が
ひ
と
つ
堕
ち
た
と
簡
潔
で
無
表
情
に
う
た
っ
た
だ
け
で
、
こ
れ
ま
た
何
ら
批

評
も
感
想
も
加
え
ず
無
感
動
を
装
っ
た
と
こ
ろ
が
、
逆
に
事
件
と
状
況
を
ビ
ィ

ビ
ッ
ド
に
主
張
し
て
い
る
、
と
す
る
の
で
あ
る
。

 
③
の
歌
は
、
．
戦
争
も
目
近
に
せ
ま
っ
た
昭
和
十
二
年
一
月
の
歌
で
あ
り
、
茂

吉
の
日
常
の
身
辺
も
戦
時
色
に
塗
り
変
え
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
茂
吉
は
こ
の
一

首
に
お
い
て
も
、
つ
と
め
て
批
評
や
感
情
の
思
い
入
れ
過
剰
を
つ
つ
し
み
街
道

を
ゆ
く
歩
兵
一
隊
を
叙
述
し
、
最
後
の
五
言
で
「
最
後
の
兵
」
と
言
っ
て
打
ち

き
る
。
こ
の
と
き
、
言
外
に
茂
吉
自
身
の
感
嘆
や
、
時
代
に
対
す
る
暗
示
が
う

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ユ
ニ
フ
オ
 
ム

ま
れ
、
怒
号
や
叫
喚
、
主
張
や
信
念
の
た
け
だ
け
し
い
征
服
歌
的
戦
争
歌
と
は
・

ち
が
っ
た
佳
品
と
な
っ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。

 
④
の
歌
は
、
茂
吉
自
身
『
作
歌
四
十
年
」
で
「
石
垣
に
も
た
れ
る
気
持
は
平

安
の
気
持
で
あ
る
。
さ
う
す
る
と
『
戦
を
落
ち
の
び
て
来
し
お
も
ひ
の
ご
と

し
』
と
い
ふ
感
概
も
お
の
つ
と
湧
く
の
で
あ
っ
た
。
、
ペ
ー
長
押
・
ブ
リ
ユ
ゲ
ル

あ
た
り
の
四
境
で
も
お
も
ひ
起
し
て
み
た
の
か
も
知
れ
な
い
」
と
自
注
し
て
お

り
、
あ
る
日
ふ
と
滞
欧
申
の
記
憶
を
よ
み
が
え
ら
せ
、
「
直
喩
」
だ
け
で
一
首

に
し
た
も
の
で
あ
る
。
塚
本
氏
も
「
だ
が
、
こ
れ
も
あ
く
ま
で
、
作
者
の
署
名

を
見
た
上
で
、
条
件
付
で
興
が
る
種
類
の
も
の
だ
。
．
」
と
注
記
し
て
評
価
し
た

一
首
で
も
あ
る
。

 
⑤
の
歌
を
創
っ
た
前
後
に
な
る
と
、
茂
吉
は
膨
し
い
戦
争
歌
を
量
産
し
は
じ

め
る
。
そ
れ
も
、
・
新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
映
画
な
ど
に
よ
っ
て
得
た
場
面
や
状
況
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ
ま

そ
の
ま
ま
に
即
物
的
に
一
首
に
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
の
一
首
、
 
「
嬬
…
ゆ

ゑ
に
心
な
や
ま
し
き
こ
と
な
し
」
と
「
上
海
戦
線
に
蕎
麦
う
つ
と
こ
ろ
」
と
い

う
表
現
の
「
実
に
簡
潔
で
し
か
も
『
文
学
的
」
に
洗
練
さ
れ
た
」
も
の
と
し
て

評
価
し
た
上
で
、
上
里
と
下
句
を
つ
な
ぐ
「
心
な
や
ま
し
き
こ
と
な
し
と
」
の
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「
と
」
の
な
か
に
、
兵
士
（
妻
を
日
本
に
お
い
て
き
た
ひ
と
り
の
男
）
の
虚
栄

と
痩
我
慢
の
虚
実
が
み
ご
と
に
と
ら
え
ら
れ
た
、
問
接
報
道
短
歌
の
秀
歌
の
一

つ
と
し
て
評
価
し
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
む
し
 
む
れ

 
⑥
の
歌
は
、
 
「
戦
争
」
を
う
た
い
な
が
ら
、
 
「
腹
の
群
を
捕
へ
し
こ
と
の

み
」
と
い
う
、
ま
こ
と
に
忠
実
な
軍
事
便
の
簡
潔
な
文
面
を
伝
え
る
の
み
で
、

他
は
何
も
語
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、
間
接
的
に
、
戦
争
批
判
詠
に
近
い

機
会
詩
の
秀
歌
を
も
の
す
る
こ
と
が
出
来
た
と
す
る
の
で
あ
る
。

 
⑦
の
歌
は
、
ま
っ
た
く
「
欧
洲
戦
」
と
は
関
係
の
な
い
、
意
表
を
衝
い
た
「

豆
も
や
し
蒸
せ
る
が
ご
と
き
」
と
い
う
直
喩
の
評
価
で
あ
る
。

 
⑧
の
歌
は
、
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
、
日
本
に
お
い
て
は
「
皇
紀
二
千

六
百
年
」
と
称
し
、
祝
典
に
あ
け
く
れ
て
い
た
さ
な
か
の
パ
リ
を
う
た
っ
た
も

の
で
あ
り
、
そ
れ
も
「
ミ
ロ
の
ヴ
ェ
ヌ
ス
」
を
う
た
う
こ
と
に
よ
っ
て
異
郷
．
の

戦
争
状
況
を
、
よ
り
ビ
ィ
ビ
ッ
ド
に
伝
へ
、
そ
れ
が
一
つ
の
象
徴
と
し
て
よ
り

印
象
ず
け
ら
れ
る
と
評
価
す
る
の
で
あ
る
。

 
⑨
の
歌
も
お
な
じ
く
、
 
「
モ
ナ
・
リ
ザ
」
を
う
た
う
こ
と
に
よ
り
、
第
二
次

欧
州
大
戦
、
な
い
し
は
〈
戦
争
〉
そ
の
も
の
が
み
ご
と
に
と
ら
え
ら
れ
、
戦
争

と
平
和
の
象
徴
に
ま
で
な
る
佳
品
と
な
っ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。

 
⑩
の
歌
は
、
一
九
四
Q
年
六
月
十
四
日
の
パ
リ
の
陥
落
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ

り
、
作
者
は
す
ぐ
る
十
五
年
ば
か
り
前
に
こ
の
地
で
妻
・
輝
子
と
落
合
い
パ
リ

の
夏
を
観
光
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
今
の
パ
リ
陥
落
の
ニ
ュ
ー
ス
と
十
五
年

前
の
パ
リ
の
風
景
が
ア
．
マ
ル
ガ
ム
さ
れ
て
「
理
屈
抜
き
の
感
情
」
が
一
首
の
全

体
に
な
が
れ
秀
歌
を
う
ん
だ
、
と
す
る
の
で
あ
る
。

 
以
上
の
よ
う
に
塚
本
氏
が
選
ん
だ
戦
争
歌
十
首
と
評
価
の
要
諦
を
整
理
し
て

み
て
み
る
と
き
、
塚
本
氏
の
作
品
評
価
の
特
立
性
が
み
ご
と
に
う
か
び
あ
が
っ

て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

 
①
②
③
⑤
⑥
番
の
歌
に
対
す
る
塚
本
氏
の
評
価
の
要
諦
は
、
表
現
が
「
真

率
」
「
簡
潔
」
で
「
即
物
的
」
で
あ
り
、
と
も
す
る
と
「
無
表
情
」
で
「
無
感

動
」
に
す
ら
み
え
、
直
接
的
な
主
張
や
信
念
、
反
戦
や
呪
誼
す
ら
ひ
め
ら
れ
た

と
こ
ろ
が
ら
逆
に
そ
の
こ
と
が
ビ
，
イ
ビ
ッ
ド
に
伝
わ
っ
て
く
る
秀
歌
吟
と
な
っ

た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
評
価
軸
は
、
茂
吉
が
よ
く
口
に
す
る
「
事
実
」

に
即
し
て
歌
を
う
た
い
、
カ
メ
ラ
が
次
々
と
被
写
体
を
追
う
よ
う
に
「
事
実
」

を
と
ら
え
、
そ
の
被
写
体
の
な
か
か
ら
ポ
エ
テ
ィ
カ
ル
・
マ
テ
ィ
リ
ア
ル
を
す

く
い
あ
げ
て
ゆ
く
と
き
み
ご
と
な
「
写
生
」
歌
を
も
の
し
た
「
写
生
」
説
と
も

か
さ
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
た
か
ひ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ

 
つ
づ
い
て
、
④
⑦
番
の
歌
の
よ
う
に
、
 
「
戦
を
落
ち
の
び
て
来
し
お
も
ひ
の

ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

ご
と
し
」
 
コ
豆
も
や
し
蒸
せ
る
が
ご
と
き
」
に
み
ら
れ
る
茂
吉
が
と
き
ど
き
用

い
る
直
喩
歌
の
評
価
で
あ
る
。
そ
れ
も
奇
抜
で
意
表
を
つ
い
た
直
喩
ほ
ど
想
像

力
が
飛
躍
し
（
一
首
の
歌
が
み
ご
と
に
直
立
す
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
別
の
と

こ
ろ
で
、
塚
本
氏
は
「
作
者
の
言
葉
通
り
、
 
『
ご
と
く
』
を
用
み
た
茂
吉
の
歌

に
秀
作
は
少
い
」
 
（
一
〇
六
頁
）
と
し
、
そ
の
原
因
を
「
象
徴
技
法
を
駆
使
す

る
こ
と
に
反
発
を
覚
え
、
飛
躍
と
超
現
実
感
覚
を
タ
ブ
ー
視
し
た
」
 
（
一
〇
七

頁
）
正
岡
子
規
を
は
じ
め
と
す
る
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
の
伝
統
の
罪
で
あ
る
と
し
な

が
ら
も
、
本
書
に
お
い
て
、
 
「
ご
と
く
」
の
直
喩
を
用
い
た
茂
吉
の
秀
歌
を
掲

出
の
二
首
以
外
に
も
八
首
も
と
り
あ
げ
評
価
し
て
い
る
。

 
さ
ら
に
、
⑧
⑨
番
の
歌
は
、
直
接
戦
争
状
況
の
空
撃
や
戦
況
の
実
体
を
う
た

う
の
で
は
な
く
、
 
「
ミ
ロ
の
ヴ
ェ
ヌ
ス
」
や
「
モ
ナ
・
リ
ザ
」
を
う
た
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
戦
争
と
平
和
を
み
ご
と
に
象
徴
化
し
て
と
ら
え
る
手
法
で
あ
る
。

塚
本
氏
は
本
書
の
中
で
も
「
短
歌
は
そ
の
や
う
な
壮
観
を
写
生
す
る
こ
と
に
適

塚
本
邦
雄
に
お
け
る
〈
茂
吉
〉
の
位
相
 
一
「
茂
吉
秀
歌
「
白
桃
」
 
「
暁
紅
」
 
「
寒
雲
」
 
「
の
ぼ
り
路
」
百
首
」
を
千
丁
と
し
て
一
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し
た
詩
形
で
は
な
く
『
何
と
も
云
へ
な
い
気
持
』
を
、
象
徴
的
に
表
現
す
る
た

め
の
も
の
で
あ
っ
た
」
 
（
四
四
頁
）
と
言
っ
た
り
し
て
、
短
歌
に
お
け
る
象
徴

技
法
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

 
⑩
番
の
歌
の
評
価
軸
は
「
理
屈
抜
き
の
感
情
」
と
い
う
｝
点
を
評
価
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
理
智
や
理
屈
や
思
想
や
状
況
に
左
右
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、

作
者
の
心
を
と
ら
え
た
理
屈
抜
き
の
感
情
が
逆
に
状
況
の
先
端
に
た
つ
秀
歌
と

な
る
点
を
評
価
し
た
も
の
で
あ
る
。

 
以
上
の
よ
う
に
戦
争
歌
十
首
の
四
つ
の
評
価
の
要
諦
は
、
単
に
戦
争
歌
だ
け

に
あ
て
は
ま
る
の
み
で
は
な
く
、
本
書
に
お
け
る
百
首
の
秀
歌
の
評
価
軸
に
も

そ
の
ま
ま
通
逸
す
る
も
の
と
し
て
も
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
三

 
本
書
を
書
く
に
あ
た
っ
て
塚
本
氏
が
色
々
の
著
書
や
論
考
を
参
考
に
し
た
と

思
え
る
の
で
あ
る
が
、
中
で
も
殊
に
み
す
ご
す
こ
と
が
出
来
な
い
も
の
が
二
冊

あ
る
。
そ
の
一
つ
は
茂
吉
自
身
の
自
註
で
あ
る
『
作
歌
四
十
年
』
で
あ
り
、
も

う
一
つ
は
佐
藤
佐
太
郎
の
『
茂
吉
秀
歌
」
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
ぶ
だ
う
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の
ど
 
ふ
さ

 
 
む
ら
さ
き
の
萄
葡
の
乾
ね
は
と
ほ
き
世
の
ア
ナ
タ
レ
オ
ン
の
咽
を
塞
ぎ
き

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
寒
雲
「
ぶ
だ
う
」
）

 
こ
の
一
首
を
鑑
賞
す
る
に
あ
た
っ
て
、
塚
本
氏
は
先
ず
次
の
よ
う
に
書
き
は

じ
め
る
。お

よ
そ
茂
吉
全
歌
集
総
作
品
を
通
じ
て
、
最
も
典
雅
で
、
同
時
に
ロ
マ
ン

・
ノ
ワ
ー
ル
風
の
乾
い
た
残
酷
性
を
も
持
ち
、
墓
碑
銘
の
や
う
に
簡
潔
で
冷

や
か
な
一
首
で
あ
る
。
生
涯
の
作
の
十
選
を
試
み
て
も
、
私
は
決
し
て
逃
さ

な
い
だ
ら
う
。
も
っ
と
も
人
に
よ
っ
て
去
り
嫌
ひ
の
生
ず
る
の
も
当
然
の
こ

と
で
、
，
た
と
へ
ば
、
 
『
作
歌
四
十
年
」
に
は
み
つ
か
ら
選
び
入
れ
て
注
し
、
．

岩
波
文
庫
版
『
斎
藤
茂
吉
集
」
は
さ
す
が
に
「
ぶ
だ
う
」
】
聯
か
ら
こ
の
一

首
の
み
を
採
り
、
そ
し
て
佐
藤
佐
太
郎
『
茂
吉
秀
歌
」
は
、
こ
れ
ま
た
さ
す

が
に
、
こ
の
歌
を
採
ら
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
名
歌
と
言
っ
て
も
よ
い
。

そ
れ
ほ
ど
一
首
の
放
つ
光
の
及
ぶ
範
囲
、
輝
き
を
受
け
と
め
る
分
野
は
限
定

さ
れ
、
選
ば
れ
て
み
る
。
 
（
二
五
〇
頁
）

 
塚
本
氏
自
身
、
こ
の
一
首
を
茂
吉
全
歌
集
総
作
品
の
十
選
に
選
ぶ
ほ
ど
の
秀

歌
と
言
い
、
茂
吉
の
『
作
歌
四
十
年
」
と
佐
藤
佐
太
郎
の
『
茂
吉
秀
歌
』
を
引

き
あ
い
に
出
し
て
い
る
。
こ
の
好
対
照
こ
そ
、
塚
本
邦
雄
の
本
書
を
書
く
意
味

で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
翠
蔓
で
は
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
茂
吉
は
『
作
歌
四
十

年
」
で
、
こ
の
一
首
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

 
大
き
い
麗
し
い
萄
葡
を
食
ひ
つ
つ
連
想
は
か
う
い
う
具
合
に
な
っ
た
。
ア

ナ
タ
レ
オ
ン
は
希
騰
の
詩
人
で
、
恋
愛
詩
人
で
あ
っ
だ
が
、
食
べ
て
み
た
萄

葡
が
咽
を
塞
い
で
死
し
た
と
い
は
れ
て
み
る
。
こ
の
連
想
も
作
者
の
身
に
即

け
ば
即
ち
写
生
で
あ
る
。
 
（
斎
藤
茂
吉
『
作
歌
四
十
年
」
）

塚
本
邦
雄
氏
は
、

の
で
あ
る
。

茂
吉
の
こ
の
文
章
を
受
け
な
が
ら
次
の
よ
う
に
鑑
賞
す
る

こ
の
ア
ナ
タ
レ
オ
ン
の
萄
葡
は
、
常
識
的
な
「
写
生
」
も
し
く
は
狭
義
リ
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ア
リ
ズ
ム
か
ら
、
無
限
に
遠
い
次
元
で
生
れ
出
た
歌
で
あ
る
ゆ
ゑ
に
美
し
い
。

侵
レ
が
た
い
完
成
度
に
よ
っ
て
装
え
、
玲
醜
た
る
幻
像
は
人
を
酔
は
せ
、
一

切
の
余
剰
を
削
除
し
た
文
体
は
辛
辣
な
響
き
を
一
首
の
外
に
伝
へ
る
。
「
連

想
は
か
う
い
ふ
具
合
」
と
は
、
は
し
な
く
も
、
作
者
の
創
作
過
程
を
告
白
し

て
み
る
。
こ
の
一
首
に
、
作
者
の
好
ん
で
口
に
す
る
背
後
の
「
事
実
」
が
あ

る
と
し
た
ら
、
彼
が
こ
の
時
「
大
き
い
麗
し
い
葡
萄
を
食
」
つ
た
こ
と
だ
け

で
あ
る
。
こ
の
柔
な
ら
確
に
、
葡
萄
も
食
は
ず
に
作
り
は
す
ま
い
。
だ
が
詩

法
は
、
制
作
の
直
接
動
機
の
裏
づ
け
捜
査
を
前
提
と
は
し
な
い
し
、
た
と
へ

立
証
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
い
か
な
る
効
果
も
発
し
な
い
。
詩
人
は
真
冬
章
魚

の
足
を
か
じ
り
な
が
ら
も
、
葡
萄
の
歌
を
「
創
る
」
も
の
だ
。
生
れ
た
作
品
・

の
質
は
、
事
実
の
有
無
に
絶
対
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
左
右
さ
れ
る

な
ら
、
作
り
手
の
才
能
が
脆
弱
で
あ
る
こ
と
を
も
の
語
っ
て
み
る
に
過
ぎ
な

い
。
虚
構
・
創
作
を
作
歌
理
念
の
冒
漬
と
、
無
意
識
に
信
じ
こ
ん
で
み
る
た

め
の
、
一
種
の
脅
迫
観
念
が
、
こ
の
や
う
な
大
歌
人
の
、
代
表
的
秀
作
を
語

る
場
合
に
も
つ
き
ま
と
ふ
と
す
れ
ば
、
私
は
戦
領
す
る
前
に
桜
島
を
洩
ら
さ

ざ
る
を
得
な
い
。
 
（
二
五
一
頁
）

 
茂
吉
の
言
う
「
写
生
」
が
、
 
「
事
実
」
 
「
実
際
」
を
主
眼
と
し
な
が
ら
も
単

に
「
事
実
」
 
「
実
際
」
、
と
い
う
一
筋
縄
で
お
さ
え
き
れ
な
い
所
以
が
、
右
の

『
作
歌
四
十
年
」
の
解
説
に
も
よ
く
出
て
い
る
。
た
し
か
に
塚
本
氏
が
指
摘
し

て
い
る
よ
う
に
こ
の
一
首
に
「
事
実
」
が
あ
る
と
し
た
ら
「
大
き
い
麗
し
い
葡

萄
を
食
」
 
つ
た
と
い
う
作
歌
動
機
の
と
こ
ろ
に
あ
る
の
み
で
、
あ
と
は
「
連

想
」
と
い
う
一
点
に
こ
の
歌
は
み
ご
と
な
「
幻
想
」
を
形
象
化
さ
せ
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。
だ
が
、
茂
吉
自
身
、
最
後
に
「
こ
の
連
想
も
作
者
の
身
に
即
け
ば

即
ち
写
生
で
あ
る
」
と
い
う
「
写
生
」
の
一
言
を
わ
す
れ
は
し
な
か
っ
た
。
こ

の
と
き
茂
吉
の
「
写
生
」
は
自
然
も
象
徴
も
連
想
も
幻
想
も
す
べ
て
包
括
す
る

ま
こ
と
に
大
き
な
概
念
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
か
つ
て
茂
吉
は
昭
和
十
四

年
、
 
「
写
生
」
の
語
を
次
の
よ
う
に
語
っ
た
て
と
が
あ
る
。

 
「
短
歌
に
於
け
る
写
生
の
意
味
は
右
の
如
く
で
あ
る
か
ら
、
写
生
す
べ
き
内
容

は
万
有
に
ひ
ろ
が
っ
て
居
る
。
即
ち
宇
宙
的
総
体
（
｝
（
餌
ω
b
ρ
帥
ω
O
ゴ
Φ
 
］
り
O
評
P
一
一
け
聾
什
）

で
あ
か
得
る
。
さ
う
し
て
万
有
恥
齢
と
観
る
か
ら
、
写
生
せ
む
と
す
る
対
象
は

生
総
体
（
】
U
①
げ
Φ
づ
ω
汁
O
叶
帥
一
一
け
餌
叶
）
で
あ
り
得
る
。
生
全
体
（
U
①
げ
魯
ひ
q
下
直
即
身
け
）

で
あ
り
得
る
。
な
ほ
具
体
的
に
い
へ
ば
、
目
前
の
山
川
草
木
、
鳥
獣
魚
介
、
個

人
、
集
団
、
社
会
、
国
家
、
観
念
の
世
界
、
喜
怒
哀
楽
の
感
、
さ
う
い
ふ
も
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
せ
い

で
あ
る
。
約
め
て
い
へ
ば
、
具
体
的
現
実
と
し
て
の
生
を
表
現
実
行
す
る
の
が

即
ち
写
生
で
あ
る
。
」
 
（
「
短
歌
初
学
問
・
写
生
」
）

 
こ
こ
に
到
っ
て
、
茂
吉
の
い
う
「
写
生
」
の
概
念
か
ら
洩
れ
る
も
の
な
ど
あ

り
得
な
い
。
自
然
も
社
会
も
観
念
の
世
界
も
す
べ
て
の
宇
宙
的
総
体
の
生
を
写

す
こ
と
を
企
図
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

 
塚
本
邦
雄
は
こ
の
「
ア
ナ
タ
レ
オ
ン
」
の
一
首
、
さ
ら
に
つ
づ
け
て
鑑
賞
し

て
次
の
よ
う
に
言
う
。

 
イ
オ
ニ
ア
派
が
何
で
あ
る
か
、
宮
廷
詩
人
の
職
能
や
生
態
は
如
何
、
そ
の

他
、
ギ
リ
シ
ア
古
典
詩
に
つ
い
て
、
更
に
は
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
に
関
し
て
、
い
さ

さ
か
な
り
と
も
興
味
と
知
識
を
持
つ
者
と
、
然
ら
ざ
る
者
で
は
、
こ
の
一
首

に
対
す
る
反
応
は
大
き
く
分
れ
る
だ
ら
う
。
作
者
が
茂
吉
で
な
か
っ
た
ら
、

読
者
を
締
め
出
す
の
、
街
学
の
、
独
善
の
と
、
批
難
の
集
中
攻
撃
を
浴
び
か

ね
ま
い
。
だ
が
、
興
味
は
と
も
あ
れ
、
知
識
な
ど
爪
の
垢
ほ
ど
も
持
た
ず
と

塚
本
邦
雄
に
お
け
る
〈
茂
吉
〉
の
位
相
 
一
「
茂
吉
秀
歌
「
白
桃
」
 
「
暁
紅
」
 
「
寒
雲
」
 
「
の
ぼ
り
路
」
百
首
」
を
中
心
と
し
て
一
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も
、
こ
こ
に
見
る
固
有
名
詞
の
特
殊
な
響
き
は
、
葡
萄
と
渾
然
た
る
味
は
ひ

を
醸
し
、
し
か
も
結
句
に
お
け
る
「
死
」
の
間
接
表
現
、
そ
れ
も
咽
喉
を
寒

ぐ
と
い
ふ
具
体
性
に
よ
う
て
、
俄
に
鈍
色
の
繋
り
を
伴
ひ
、
た
だ
な
ら
ぬ
一

首
で
あ
る
こ
と
は
察
知
で
き
る
だ
ら
う
。
 
（
二
五
二
頁
）
 
 
 
 
 
 
'

．
さ
ら
に
こ
こ
に
い
た
っ
て
、
茂
吉
の
一
首
は
塚
本
邦
雄
と
い
う
た
ぐ
い
ま
れ

な
鑑
賞
者
を
得
て
み
ご
と
に
自
立
さ
せ
ら
れ
た
、
と
い
フ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

そ
し
て
一
年
号
極
、
茂
吉
の
高
弟
・
佐
藤
佐
太
郎
は
『
茂
吉
秀
歌
』
に
お
い

て
、
こ
の
歌
を
決
し
て
採
る
も
．
の
で
は
あ
り
得
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
め
う
ち

に
、
塚
本
邦
雄
の
『
茂
吉
秀
歌
」
が
書
か
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
意
味
が
あ
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
因
み
に
両
者
の
『
茂
吉
秀
歌
」
に
お
い
て
重
な
っ
て
鑑
賞
さ

れ
て
い
る
歌
は
『
白
桃
』
九
首
、
 
『
暁
紅
』
六
首
、
 
『
寒
雲
』
六
首
、
 
『
の
ぼ

り
路
」
一
首
の
次
に
掲
出
す
る
計
二
十
二
首
で
あ
っ
た
b

あ
は
れ
あ
は
れ
電
の
ご
と
く
に
ひ
ら
め
き
て
わ
が
子
等
す
ら
を
に
く
む
こ
と

あ
り
 
 
 
 
 
 
．
 
 
 
 
 
 
 
「
 
 
 
 
（
『
寒
雲
』
）

 
 
 
 
 
を
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
ろ
も
も

た
だ
ひ
と
つ
惜
し
み
て
置
き
し
白
桃
の
ゆ
た
け
き
を
吾
は
食
ひ
を
は
り
け
り

 
 
 
 
 
た
ぎ
 
 
 
こ
 
 
 
い
し
 
 
 
し
や
う

た
え
ま
な
く
激
ち
の
越
ゆ
る
石
あ
り
て
生
な
き
も
の
を
わ
れ
は
か
な
し
む

あ
き
 
 
 
 
や
ま
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
 
 
 
 
 
 
 
ほ
の
ほ

秋
ふ
け
し
山
の
ゆ
ふ
べ
に
わ
が
焚
き
し
び
く
き
炎
も
て
ほ
し
き
も
の
ぞ

 
 
 
 
 
 
 
 
ゆ
き
 
 
か
ひ

旧
い
と
ふ
心
と
な
σ
て
雪
の
峡
流
れ
て
出
つ
る
水
を
む
す
び
つ
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
さ
び
 
 
 
 
 
 
 
 
よ
す

山
の
う
へ
氷
の
ご
と
く
寂
し
め
ば
こ
の
世
過
ぎ
な
む
わ
が
ゆ
く
へ
見
ず

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
し
お
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ふ
え

あ
や
し
み
て
人
は
お
も
ふ
な
年
老
い
し
シ
ヨ
オ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
笛
ふ
き
し
か

ど
 
 
 
ひ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ぎ
れ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ひ
ら

街
上
に
繰
か
れ
し
猫
は
ぼ
ろ
切
か
何
か
の
ご
と
く
平
た
く
な
り
ぬ

き
た
そ
ら
ゆ
ふ
ぐ
も

北
空
に
夕
雲
と
ち
て
う
つ
せ
み
の
吾
に
せ
ま
り
こ
む
雪
か
雨
か
も

ガ
レ
ー
ジ
ヘ
ト
ラ
ッ
ク
ひ
と
つ
入
ら
む
と
す
少
し
た
め
ら
ひ
入
り
て
行
き
た

り
 
 
 
 
「
 
 
 
 
 
馳
 
 
 
 
 
（
『
暁
紅
』
）

三
三
た
る
大
学
奪
の
書
評
藻
餅
順
に
配
列
せ
ら
れ
け
り

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
 
 
 
 
 
 
 
 
ひ
が
人
 
 
 
 
 
し
ら
ゆ
き

う
つ
つ
に
し
も
の
の
お
も
ひ
を
遂
ぐ
る
ご
と
春
の
彼
岸
は
降
れ
る
白
雪

 
 
 
 
さ
び
 
 
 
 
 
 
 
 
を
ぬ
 
、
 
 
た
ひ

常
に
見
て
寂
し
き
も
の
か
小
野
の
う
へ
平
ら
に
な
り
て
雪
そ
の
こ
れ
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ち
よ
し
う
け
い
だ
い
に
ゅ
う
じ
の
は
か

青
葉
く
ら
き
そ
の
下
か
げ
の
あ
は
れ
さ
は
「
女
囚
携
帯
乳
児
墓
」

 
 
 
 
 
 
う
す
 
ロ
く
も
 
 
 
 
 
 
 
 
も
み
じ
 
 
あ
か

い
め
の
ご
と
き
薄
き
雲
ら
も
或
る
時
は
紅
葉
の
曳
き
山
に
い
さ
よ
ふ

ひ
と
ふ
ゆ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
そ
ば
 
 
た
う
 
 
 
 
 
は
ひ

 
一
冬
は
今
ぞ
過
ぎ
な
む
わ
が
側
の
陶
の
火
鉢
に
灰
た
ま
り
た
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
『
寒
雲
」
）

 
 
 
 
き
ぎ
す
 
 
 
 
 
ゆ
く
は
る
く
も
り
 
 
 
 
ひ
る
 
 
か
た

山
な
か
に
矩
子
が
暗
き
て
行
春
の
曇
の
ふ
る
ふ
昼
つ
方
あ
は
れ

 
 
 
 
 
こ
う
ち
 
 
 
 
 
ひ
と
 
か
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ
ゆ

う
す
ぐ
ら
き
小
路
を
ゆ
き
て
人
の
香
を
お
ぼ
ゆ
る
ま
で
に
梅
雨
ふ
け
わ
た
る

か
う
も
り

洋
傘
を
持
て
る
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
は
浅
草
の
江
戸
館
に
来
て
涙
を
お
と
す

か
ん
 
 
よ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
な
み
つ
 
 
ウ
イ
ン
ケ
ル
マ
ン

・
寒
の
夜
は
い
ま
だ
あ
さ
き
に
演
は
白
ぎ
。
犀
三
日
p
。
ロ
昌
の
う
へ
に
お
ち
た
り

 
 
 
 
ち
ま
た
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ひ
る
い

風
つ
よ
く
衙
を
吹
き
で
ゆ
く
こ
ろ
を
わ
れ
は
昼
寝
す
そ
の
風
の
お
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
か
ら
ほ
 
 
 
 
 
す

大
き
な
る
こ
の
し
づ
け
さ
や
高
千
穂
の
峰
の
統
べ
た
る
あ
ま
つ
ゆ
ふ
ぐ
れ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
「
の
ぼ
り
路
』
）
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